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１．「リレー」の学習を行って、各チームのリレータイムや
バトンパスタイムの短縮だけではなく、児童の疾走能力に
も有意な向上が見られた。
２．短距離走の走り方は、最高速度で走る中間疾走距離が
長くなり、その中間疾走はストライドを伸ばすのではなく
ピッチを低下させない走り方を示した。
３．学習前は「リレー」に対して技能の上達、競争の面白
さなどの技能に対する期待感や競争による達成感や友達と
一緒に学び合えることを「楽しさ」として期待していた。学
習後では、友達と一所懸命にリレーに取り組み、相手チー
ムに勝てたなどの運動充足感や目標達成感を「楽しさ」と
して捉えていたことが判明した。
　今後の課題は、リレー学習に対して児童が期待する「楽
しさ」を十二分に位置づけ、さらに短距離走の学習に結び
つけるように工夫することである。
　第三章「異なる短距離疾走距離に対する小学校５年児童
の意識構造」では、次のような知見が得られた。
１．40ｍ走、60ｍ走、100ｍ走のスタートからゴールまでの
平均速度を比較すると、男女とも40ｍ＜100ｍ＜60ｍの順序
であった。疾走中の最高速度を比較すると男女ともに40ｍ
＝100ｍ＜60ｍであった。これらの結果から、同じ短距離走
種目でも、児童は走る距離が異なると平均速度や最高速度
が異なる水準で走っていたことが明らかになった。
２．最高速度について、60ｍ走の速度に対する40ｍ走、100
ｍ走の比率を求めてみると、男子では96.1％、96.2％であ
り、女子では97.2％、96.8％であった。
３．三種類の疾走距離に対する児童の意識の探索的因子分
析で抽出された因子と検証的因子分析で求めた因子間の因
果関係を図２に示した。40ｍ走に対して児童は、「運動の楽
しさ」と「疾走感」とを強く結びつけて意識し、「負担感」
とは結びつけて意識していないこと、60ｍ走に対しても、
「意欲好感度」と「達成感」を強く結びつけて意識しており、
「負担感」との結びつきは見られなかった。100ｍ走でも、
「充足感」と「競争感」を強く結びつけて意識しており、「負
担感」との結びつきは見られなかった。その結果、「負担
感」について、児童は三種類の距離すべてにおいて独自に
意識している因子であることが検証された。
　これらの分析結果をふまえ、従来の「スタンディングス
タートから素早く走り始め、上体をリラックスさせて全力
で走る」という技能課題に、さらに新しく児童自らが進ん
で取り組む『楽しく、楽に、もっと速く走る』を情意課題
として追加してもよいのではないかと考えられる。具体的
には、児童それぞれが、いろいろな疾走距離を選択できる
ようにすること。具体的には、50ｍから80ｍ程度の距離を
選択肢において競走や記録会を実施し、それぞれの距離で
10ｍごとのラップタイムを測定し、どの距離の、どの区間
で最高速度が出現しているのかを確かめるようにする。最
高速度で走っていた距離を基にして再度走る事で、速く走
れ、高い最高速度で走ることが可能なる。このように、速
く走れる経験をより多く設け、「より速く走りたい」と思う
児童の意識を活かしていく授業を展開することが最も望ま
しいと考えられる。
図２　40ｍ走，60ｍ走，100ｍ走の多重指標モデル
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